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論文及び審査結果の要旨 

 

絶滅した頭足類の一群であるアンモナイト類の多くの種では，孵化後しばらくの間は海洋を

浮遊する生活型であったことが想定され，この浮遊幼生期の間に分布域が拡大させたことで，多

様化につながったことが想定されている．本論文では，後期白亜紀に繁栄していたリトセラス類

のアンモナイト類に着目し，成長を通した殻形態と復元される古生態との関係を解析した．  
リトセラス類に属する 2属 6種に着目し，後期白亜紀リトセラス類の成長を通した殻形態と

復元される古生態との関係を明らかにした．解析した全ての種において，成長最初期に隔壁間隔

の変化パターンに大きな増減が 2 回あることを明らかにした．殻の外形の解析結果も考慮し浮
遊性から底生遊泳性へと生活型の変化が起きた時期を復元したところ，ゴードリセラス科では主

に 2つ目の増減が終わった以降の成長段階で生活型が変化した一方で，テトラゴニテス科では 1
つ目の増減の終わった成長段階で生活型が変化したことを明らかにした． 
審査対象論文は，白亜紀に世界的に繁栄していたリトセラス類の古生態（とくに成長最初期）

を明らかにするとともに，その生物学的意義，進化学的意義について，化石記録にもとづいて議

論し，絶滅生物の生態と進化史との関連性を明らかにしたものである．本研究の成果は，アンモ

ナイト類の進化や古生態を解明する上で非常に大きな貢献である．以上のことから，本論文は博

士 (学術) の学位論文として十分であると判定された． 
 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


